
現代ガラス　アメリカ､ヨーロッパ､日本の潮流

Glass Art: Contemporary Currents in America, Europe and Japan

　ガラス芸術は、国際化のいちじるしい現代においてどのよ

うな展開をみせてきたのでしょうか。作家たちの交流や、技

術や地域文化に関する情報共有は国境を越えて活発化してき

ました。それと同時に、地域や国で異なる伝統、教育、技術

開発などを背景にした、創作の独自な展開が見られます。

　アメリカでは、H.K. リトルトン（1922 〜）が、専門の職人と

工場とで行われていたガラス制作は個人のスタジオでも可能

であるということを、実験的なワークショップによって広く

知らしめました。ヨーロッパに目を転じると、ガラスによっ

て伝統に縛られない自由で大胆な造形を高いレベルで実現し

たチェコの S. リベンスキー（1921 〜 2002）らが大学等の専門

教育の現場で活躍し、東欧を中心に多くの作家に影響を与え

ています。また戦後の日本では、ガラス作家として個人での

作品制作が盛んになり、なかでも藤田喬平（1921 〜 2004）は

伝統的な美意識を感じさせる「飾筥（かざりばこ）」シリーズ

で国際的に高い評価を得ました。

　本展では、こうしたアメリカ、ヨーロッパ、日本それぞれ

において創作を牽引してきた作家たちを中心に、地域的な独

自性に焦点を当てます。当館のガラス・コレクションを通し、

豊かな創造の世界をお楽しみください。

No. 作家名 作品名 制作年 材質：技法

1 ウルズラ・フート 素描―日記より 1985 ガラス：被せガラス、ステイニング、
エングレーヴィング、着色、鉛砕

2 イヴァン・マレシュ 卵 1997 クリスタルグラス：キャスト、部分的にカット

3 ハーヴィー K．リトルトン 向かい合う放物線の形 1981 ガラス：被せガラス、カット

4 ジニー・ラフナー 統一された球技場理論 1988 ガラス：ランプワーク、サンドブラスト、着色、
ドローイング

5 ジョーイ・カークパトリック　フローラ C.メイス フルーツの静物 1994 ガラス：宙吹き、ガラス粉溶着による着色

6 ケケ・クリブス ミラ 1994 ガラス、木、絹、ビーズ、金箔

7 パウラ・バートロン 白の水槽 1996 ガラス：サンドキャスト、切断、荒摺り、
フュージング

8 ロバート・パルスキー 生は暑い夏の日のように
彼のもとを過ぎ去った 1987 ガラス：キャスト、接着、着色、

サンドブラスト

9 ジェイ・マスラー 街景 1982 ガラス：カット、サンドブラスト、着色

10 リチャード・マイトナー ジャック 1997〜2000 ガラス：ホウケイ酸ガラス、宙吹き、
エナメル焼付、金箔、一部色水を満たす

11 ミーケ・フロート バック・トゥ・ザ・ドローイング―ボードⅠ 1982 ガラス：被せガラス、銀箔溶着、箔に素描

12 ミーケ・フロート バック・トゥ・ザ・ドローイング―ボードⅡ 1982 ガラス：被せガラス、銀箔溶着、箔に素描

13 ミーケ・フロート バック・トゥ・ザ・ドローイング―ボードⅢ 1982 ガラス：被せガラス、銀箔溶着、箔に素描

14 エルヴィン・アイシュ インター=ネット 1997 ガラス：型吹き、エナメル焼付、
エングレーヴィング

15 ベルナール・ドゥジョング 白の上昇 1997 ガラス：光学ガラス、フュージング、失透、
のみによる研削、研磨

16 スタニスラフ・リベンスキー　ヤロスラヴァ・ブリフトヴァ 頭　89 1989 ガラス：キャスト

17 ヴァーツラフ・ツィグレル 陽の気 1988 ガラス：真空蒸着、研磨、カット、金属

18 ヴァーツラフ・ツィグレル 陰の気 1988 ガラス：真空蒸着、研磨、カット、金属

19 オルドルジヒ・プリーヴァ プリズム 1989 光学ガラス：カット

20 オルドルジヒ・プリーヴァ 立方体 1989 光学ガラス：カット



No. 作家名 作品名 制作年 材質：技法

21 藤田　喬平 飾筥・海の彩 1980（昭和55） ガラス：色ガラス粒と金属箔による装飾、
型吹き

22 岩田　久利 花器・雲 1988（昭和63） ガラス：宙吹き

23 米原　眞司 静かな赤 2001（平成13） ガラス：被せガラス、宙吹き、ピックアップ、
サンドブラスト、エッチング

24 塩谷　直美 海を渡る夢 2002（平成14） ガラス：キャスト、サンドブラスト、研磨

25 伊藤　孚 円筒 2002（平成14） 板ガラス、鉄板：サンドブラスト

26 三宅　道子 心は君が影となりにき 2002（平成14） ガラス、テラゾ（人造大理石）、鉄

ふれるかたち
Touching Sculptures

　「ふれるかたち」は、金属や石、木などを素材として形作ら

れた作品を、手でやさしくふれることによって鑑賞していた

だく展覧会です。

　12 回目となる今回は、触覚に意識を集中し、作品と密にふ

れあう時間を楽しんでいただくためのコーナーを設けていま

す。アイマスクを用い、手のひらの感触だけを頼りに作品を

鑑賞するという試みによって、視覚による印象をはるかに超

える、新鮮な驚きがもたらされるかもしれません。

　作品は現代日本の彫刻と工芸を中心に、見る人の想像をか

きたてる抽象的なかたちから、人のすがたをとらえた具象的

なかたちまで、さまざまなかたちをご紹介しています。

　見ることとふれることをとおして、作家の息づかいや巧み

な手わざを感じたり、個性豊かな肌合いを楽しむなど、より

いっそう作品に親しんでいただければ幸いです。

No. 作家名 作品名 制作年 技法・材質

1 渡辺　信 萌芽 1978（昭和53） ブロンズ

2 流　政之 おくのあきま 1973（昭和48） ブロンズ

3 安田　侃 生誕 1974〜75
（昭和49〜50） 大理石

4 安田　侃 対話 1974〜75
（昭和49〜50） 大理石

5 流　政之 ナガレバチ 1998（平成10） 大理石

6 寺田　栄 風景 2004（平成16） 石（白御影）

7 板津　邦夫 紋 1965（昭和40） 木（ニレ）

8 本田　明二 黒い首 1953（昭和28） 木（マカバ）

9 山内　壮夫 三人の娘たち 1959（昭和34） ブロンズ

10 峯田　敏郎 唄う女 1974（昭和49） ブロンズ

11 米坂　ヒデノリ 間道を行け 1975（昭和50） ブロンズ

12 山内　壮夫 風 1972（昭和47） ブロンズ

13 俣野　第四郎 あざみ ブロンズ

14 畠山　三代喜 春告譜 1981（昭和56） 銅板、彫鍛金

15★ 荻原　守衛 坑夫 1907（明治40） ブロンズ

　　★ホールに展示しています。


